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床： 
磁器質タイル FIANDRE t=8(アークテック) 
モルタル t=20 
シンダーコンクリート 
ポリスチレンフォーム t=50 

▼GL±0=F.L±0 (EL+95.5m)
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棟換気ガラリ：リッヂベンツ
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土間コンクリート t=150 
ポリエチレンフィルム 
砕石 t=60　

外壁： 
杉下見板張り　W=120  t=15 
外部用OS塗装 
縦胴縁　t=45 
透湿防水シート 
ダイライトMS t=12

梁： 
米松 不燃加工の上、不燃塗装仕上

天井： 
杉縁甲板 (不燃木)　t=12  不燃塗装  
構造用合板 t=12

壁： 
PB t=9.5の上、左官仕上げ 
PB t=12.5 
木下地 t=50　

壁： 
PB t=9.5の上、左官仕上げ 
PB t=12.5 
木下地 t=50 
構造用合板 t=12　
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屋根： 
溶融亜鉛めっきステンレス鋼板 t=0.4 縦はぜ葺き 
ゴムアスファルトルーフィング 
耐水合板 t=9 
構造用合板 t=12 
高性能グラスウール24K  t=150
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軒裏：縁甲板 外部用OS塗装 t=15

柱： 
St φ100 SOP塗装

▼最高高さ5276mm(FL+5,206)

▼最高軒高4998mm 27
8
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1820

PB t=9.5 の上、左官仕上げ 
PB t=12.5 
木下地 t=15

地盤改良： 

スラリー系機械撹拌式 

深層混合処理工法
600

壁： 
木毛セメント板 t=15柱： 

St φ75 SOP塗装
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600 600
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芝生広場
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客席

厨房

カフェ・レストラン_断面図　S=1/50

棟部分詳細図 S=1/15
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● 構造的な工夫について

③ 高低差のある土地の特徴を生かし、過度な造成を避けるため布基礎を採用している。

② 大スパンを可能にするため、棟木には鉄骨材(25×400mm)を用いている。 

① 木造の切妻屋根の形をそのまま内部空間としている。

　 このとき、屋根を支持する垂木を露出することで、天井を省略するとともに、空間にリズムを与えている。 

(物販棟－最大10,920mm、カフェ棟－最大7,280mm、ラウンジ棟－最大7,735mm、ラボ棟－最大10,920mm)

⑤ 建物高さに対して軒の出のプロポーションを維持するため、通常の木造住宅よりも軒の出を大きくしている。 
深い庇は、雨よけだけでなく、人々が軒下でも溜まれるように考えている。

④ カフェ棟北側の窓は、室内を全面開口とするため耐力壁は外部の妻面に配置している。 
客席の端から端まで、芝生広場を一望できるように考えている。


